








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































視点1について ・ は「自分」 ・ は「相手」 ・ は「仲間」
視点2について ・細字は「過去から今」 ・太字は「未来への思い」 ※ は思いが強まった
No
話し合う直前の様子
（ノートの記載）
解釈
考察
視点1 視点2
1
F児の話を聞いて，私ももっと交流できたら良かっ
たなと思いました。2回交流しているお年よりグルー
プは，とても楽しかったと思うけど，他のグループの
人で「今日何してきた？」「お年寄りと楽しいことで
きたの」とかいろいろ言う人もいて，それなりに気に
なるのではないかなと思いました。なので，お年より
グループだけでなく，お年よりグループではない人た
ちも一緒に，もう少し交流をしたかったなという気持
ちがあります。
話し合う前は，自分がかかわった長谷
川さんと個人的な交流を続けていきたい
と思っていたが，話し合いでは，F児の
「みんなに広めたい（追究者としての仲
間を増やしたい）」という思いに心を動
かされ，他のグループの友達も含めてみ
んなで交流を続けたいと願うようになっ
た。
自分
仲間
未来
2
自分たちがお年寄りの皆さんについて話したり，意
見を言えたりするのは交流してたくさん接したからだ
と思います。相手の気持ちや考え方が伝わる，分かる
からこそ，こんなにたくさんの意見，気持ちが出てき
たのだと思います。気をつかうこと，心から楽しむこ
と，本当に二つのことができるのは，仲良くないとい
けない。気をつかおうと思っても，何がすきなのか？
何が趣味なのかが分からない。心から楽しむには，相
手を知らないといけないので，わからないです。でも，
みんなの笑顔を見て，自分たちは，かがやいたのだな
あと思いました。
話し合いでは，「気を遣うこと」と
「心から楽しむこと」の違いについて自
分なりに考える中で，相手のことをもっ
と知ることの大切さに気づいている。ま
た，話し合う前は，自分のことを中心に
振り返っていたが，話し合い後は，自分
たち，つまり仲間のことにも目を向けて
振り返っていることが分かる。
自分
相手
仲間
過去
3
ぼくは，話し合いをする前は，かがやく自分になれ
たと思っていたけれど，話し合いをして分からないに
変えました。なぜなら，かがやくことができたという
のは，自分が積極的に話しかけることだと思ったから
です。前回のぼくは，お年寄りの方が話しかけてくだ
さって，ぼくが答えて話が盛り上がり，そして相手が
笑顔になっていたから，次回，機会があれば自分から
話しかけたいです。
話し合いでは，Ｋ児の「楽しく話すこ
とができたけど，あまり積極的に話せな
かったから，かがやけたかどうかわから
ない」という，自分を厳しく見つめる発
言が心に響き，自分も積極的に話せるよ
うになりたいという未来への思いをもつ
契機になった。
自分
相手
未来
4
かがやく寺家，自分というのは前よりすごくかがや
いたと思います。お年寄りの方々と交流をして，心か
ら楽しむことができたことや気をつかったことで相手
が笑顔になったということが話し合いで分かりました。
あと，おじいさん，おばあちゃんが心があたたかいこ
とも話し合いで分かりました。
話し合う前は，自分がかがやくことが
できたかどうか漠然としていたが，話し
合いを通して，心から交流を楽しめた自
分，相手に気を遣ってかかわった自分に
気づくことができた。
自分
相手
過去
〔凡例〕
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No
話し合う直前の様子
（ノートの記載）
解釈
考察
視点1 視点2
5
今日の話し合いをして，みんな交流の中で，いろい
ろなことをしているんだなあと思いました。みんな心
から楽しんでいるみたいだからよかったです。おじい
ちゃん，おばあちゃんは笑っていたけど，ぼくは，積
極的に話せなかったので，いつかまたこういう機会が
あるときは積極的に話せたらいいなと思いました。
話し合いでは，主に仲間のがんばりに
目を向け，心から楽しんでいる様子を
「よかった」という言葉で自分のことの
ように振り返っている。また，友達の未
来に向けての思いを聞く中で，今度は自
分も積極的に話せるようになりたいとい
う意欲を高めた。
自分
相手
仲間
未来
6
最初は緊張して，多分すごく気を遣っていたと思い
ます。だけど，2回目は，ちょっと緊張したけどおば
あちゃんたちのやさしい心ですぐに緊張がほどけ，心
からすごく楽しめました。2回だけだったけど，おじ
いちゃん，おばあちゃんの笑顔をたくさん見られたの
で，ふれあいサロン活動に参加して，すごくすごくか
がやいたと思います。
話し合う前は，自分が演奏できたこと
や，相手を笑顔にできたことに満足感を
得ていたが，話し合いでは，「お年寄り
の心が温かい」という仲間の意見にゆさ
ぶられ，自分自身がお年寄りの優しい心
に助けられていたことに気づいた。
自分
相手
過去
7
話し合いをして，みんながどういうことを考えてい
たのかが分かったし，自分の思っていたこともみんな
に伝えられてよかったです。でも，最後にF児が言
われた，このことを20人ぐらいで話し合いなどしな
いで，もっとこのことを他の人たちに伝えることをし
たいと言われたときに私も少しそう思いました。やっ
ぱりこのまま終わるのもちょっとどうかと思うし，か
がやくことができたで終わってこのままというのもだ
めだと思ったからです。気をつかうことで笑顔にでき
たことと，心から楽しめたことの違いもあると思うし，
この活動をしてよかったと思えました。
話し合いでは，自分と同じ未来に向け
ての思いをもっているＦ児に共感し，か
がやく寺家を目指して努力していこうと
いう気持ちを高めた。また，そのような
中で，共通の目標をもってがんばる追究
者としての「仲間」に働きかける必要性
を感じている。
自分
相手
仲間
未来
8
ぼくは，自分も寺家という地域もかがやくことがで
きたと思います。お年寄りとの交流を深め，いろいろ
な人たちと仲良くすることができました。ぼくだけで
なく，お年寄りの人たちやみんなが楽しくすることが
できてとても良かったと思いました。こういう気持ち
が寺家という地域をかがやかせているんだなあと思い
ました。これからも，もっといいことや楽しいことを
したら寺家という地域はもっとかがやくと思います。
話し合う前は，自分のめあてが達成で
きたことに満足感を得ていたが，話し合
いを通して，お年寄りよりも，仲間も楽
しく過ごせたことに気づき「とてもよかっ
た」という感想を書いている。自分だけ
でなく，みんなが満足感を感じているこ
とに喜びを感じ，さらに未来への思いも
高めている。
自分
相手
仲間
未来
9
話し合いをして自分も思っていたように，みんなも
お年寄りと交流して「笑顔にできた」「楽しかった」
「自分も笑顔になれた」など言っていたので，楽しかっ
たんだなあと思いました。最後に，F児が言ったよう
に「2回しか行っていない」と言って，たしかに交流
はまだ2回しか行っていないのでまた行きたいと思
いました。
話し合い後の「みんなも楽しかったん
だなあ」という言葉から，仲間のがんば
りや思いを共感的に受け止めていること
が分かる。また，F児の未来に向けての
思いに心を動かされ，学習が終わっても
交流を続けたいという気持ちをもつよう
になった。
自分
相手
仲間
未来
10
ぼくは，今日いろいろなことが分かりました。ぼく
は，あまり気をつかっていなかったけど，気をつかう
こともとてもとても大切なんだな～と思いました。
話し合う前は，お年寄りのために何か
できた自分というよりも，お年寄りの優
しさに対する感謝の気持ちを強く感じて
いたが，話し合いでは，仲間のかかわり
方を聞く中で，気を遣って相手と接する
ことの大切さを学んだ。
自分 過去
単元の終末における「話し合い」の意義
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No
話し合う直前の様子
（ノートの記載）
解釈
考察
視点1 視点2
11
今日の話し合いで，交流のときは，お年寄りの方々
と気楽に話せていたので，お年寄りの方々も自分も楽
しく過ごすことができ，かがやくことができたと思い
ました。前も書いたけど，次の年やその次の年の6
年生が，こうやって交流していけば，この会に参加し
ているお年寄りの方々もまた寺家という地域も，もっ
と活性化していくと思います。今，思うと一回目と二
回目では，だいぶ雰囲気が違っていると思いました。
わけは，1回目は初めてで，あんまりしゃべれなかっ
たけど，2回目は，けっこうしゃべれていたからです。
話し合い後の「前も書いたけど～」と
いう言葉から，話し合いを通して，もっ
と寺家をかがやかせるために，同じ目標
をもった追究者としての仲間に目を向け
る必要感を高めていることが分かる。こ
れは，自分と同じような思いを持ってい
る仲間の言葉を契機に未来への思いを強
めたといえる。
自分
相手
仲間
未来
12
私は，前よりかがやく自分になれたと思いました。
やっぱり，私も気をつかうことができたし，心から楽
しめていたので，お年寄りの皆さんも心から楽しめた
と思ったからです。だけど，やっぱり来年とかも，下
学年の人たちが，私たちみたいにこうしてお年寄りと
交流を楽しんだり，話し合ったりをもっといっぱい続
けてくれると，寺家町は，もっとかがやいて，できた
になれると思います。私も，朝元気よくあいさつをし
ていきたいです。
話し合う前は，地域のかがやきとして
の物足りなさを感じていたが，それは，
仲間の「地域はかがやいたと思う」とい
う意見を聞いても変わることがなかった。
しかし，そうした意見が逆に，地域をもっ
とかがやかせたいという自分の思いを自
覚することにつながり，未来への思いを
もったり，自分にできることを考えたり
することにもつながった。
自分
相手
仲間
未来
13
今日の話し合いで感じたことは，自分が交流をして
よかったことやだめだったことを考えました。でも，
お年寄りには，ちゃんといろいろな話題をしたりして
楽しませることができたとぼくは強く思いました。で
も，もうちょっと気をゆるめて気をつかえればよかっ
たと思います。でも，交流してよかったです。
話し合う前は，交流できたことのみに
満足していたが，話し合いでは，友達の
お年寄りへのかかわり方を鏡に，自分の
交流でよかった点や改善点について見直
した。
自分
相手
過去
14
寺家という地域は，交流をしてかがやいたと思いま
す。でも，自分はかがやくことがあまりできなかった
と思います。やっぱり，このグループだけが，かがや
いていても，他のグループもこれを知って，かがやけ
ば，自分もかがやくのではないでしょうか。自分がか
がやいて，他の人もかがやいてもっと寺家の地域もか
がやいていくのではないでしょうか。この経験を生か
して，町ゆく人々で困っている人に積極的に助けられ
たらいいなと思いました。それでも，もっとかがやい
たらもっとひろまっていく，寺家の地域になればいい
なと思いました。F児のように，いろんな人にひろめ
ていきたいなと思いました。
たくさんのお年寄りが笑顔になったこ
とから，地域がかがやいたと感じている。
また，話し合う前は「心から楽しめた」
と活動に対する充実感や達成感をもって
いたが，話し合いでは，お年寄りと交流
をしていない友達（追究者としての仲間）
にも働きかけることで，寺家をもっとか
がやかせることができるという F児の
未来に向けての思いが心に響き，自分も
いろんな人に広めたいという思いをもつ
契機となった。
自分
相手
仲間
未来
15
今日の話し合いをして，ぼくはもっとあのとき積極
的に話をしたりすればよかったなと感じました。
話し合う前は，お年寄りと一緒に楽し
くしゃべることができたことに満足感を
もっていたが，話し合いでは，K児の
「楽しく話すことができたけど，あんま
り積極的に話せなかった」という，自分
を厳しく見つめる発言が心に響き，自分
自身のかかわり方を見直した。
自分 過去
の実態把握と同様にベン図で整理すると，話し合
い後の子どもの実態について，以下のことが明ら
かになった（図12）。
・視点1から
「自分のかがやき」「相手のかがやき」「仲間の
かがやき」と3つの視点を意識して振り返って
いる子どもが一番多く，全体の約5割を占める。
一方で，自分だけの取り組みだけで満足している
子どもは約１割と少ない。
・視点2から
「未来への思い」をもっている子どもが全体の
6割を占め，「過去から今」を見て振り返ってい
る子どもより多い。また，未来への思いをもって
いる子の約8割が，「仲間のかがやき」に目を向
けている子どもである。一方で，「自分のかがや
き」だけの子どもは，未来への思いをもっている
子どもは一人もいない。
Ⅴ 議論
Ⅳの考察では，話し合う前と話し合った後の子ど
もの実態や，それにかかわる本時の概要についてそ
れぞれ述べてきた。これを受けて，Ⅴの議論では，
終末段階での話し合いを通して，実際にどのような
子どもの変容があったのかを2つの視点から検証す
る。さらに，総合における終末段階での話し合いの
意義や，探究を通して生き方を考えることの意義に
ついて合わせて考察する。
１ 終末段階で話し合うことの意義
（1）意義1：子どもの探究の自覚による視点の広
がり
下記の図13は，視点1の「かがやくという視
点をどこにもっているか」という観点から見たと
きの本時前後の変容図である。なお，左が話し合
う前，右が話し合い後の子どもたちの実態を示し
ている。
顕著な変容としては，「自分のかがやき」「相手
のかがやき」「仲間のかがやき」と3つの視点を
もっている子が，話し合い後は，3人から7人と
大きく増えている点（図13.※1）である。これは，
話し合いを通して，多くの子どもたちが，仲間の
かがやきにまで目を向けるようになったことを示
している。このことが示す意味は，子どもが新し
い視点を見つけたというわけではない。話し合い
の中で，仲間の考えを聞き，自らの考えを振り返
る中で，自分にもそういった視点があることに気
付いた，つまり，自覚できたことを意味する。
以下，このような変容が見られたR児の記述
を例にして，本時がもった意味について考察する。
①「仲間のかがやき」に目を向けるようになった
Ｒ児
「仲間のかがやき」に目を向けるようになっ
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図12．本時直後の子どもの実態 番号…児童番号
図13．視点1から見た本時前後の子どもの変容図①
番号…児童番号
たR児は，話し合い後，次のような振り返り
を自己評価カードに書いている（図14）。
R児の記述から，話し合いの場面では，授業
の最後に発言したF児の仲間のかがやきにつ
いての思いに心がゆさぶられていること（図14.
※1）が分かる。また，交流そのものに満足し
ていたR児にとっては，今もなお「追究者と
しての仲間」に目を向けて活動するF児の姿
は，自分が意識していなかった視点として，も
う一度自分自身の取り組みを見つめ直すきっか
けとなったと考えられる。
②「仲間のかがやき」に着目して，もう一度変容
図を見直す
このように，視点1の変容図から，終末段
階の話し合いを通して「仲間のかがやき」に目
を向ける子どもが多くなったことが明らかになっ
た。しかし，仲間のかがやきに着目して，もう
一度視点1の変容図を見てみると，「自分と仲
間」という2つのかがやきを感じている子は1
人，「自分と相手と仲間」という3つのかがや
きを感じている子は7人と，仲間のかがやき
を感じている子の約9割が「相手」のかがや
きも感じていることが分かる。（図15）。つま
り，相手というものから手ごたえを感じている
ものだけが，追究者としての仲間のことも感じ
とることができる。
このように，子どもたちの探究が深まるとい
うことは，自分だけの自己満足の世界から，相
手の反応が感じられる世界，そして自分も一生
懸命やってきたからこそ，周りの仲間のがんば
りを感じることができたりして，探究者として
の仲間にも目が向くということではないだろう
か。
このように考えると，自己満足だけで高まり
のない子はだめで，仲間のかがやきにまで目を
向けた子がよしと捉えられがちであるが，そう
ではない。確かに，探究の質が高いのは仲間に
まで目を向けている子である。しかし，「生き
方を考える」というねらいというのは，到達目
標のようにどこまで高まったかではなく，かが
やくという価値感を変化させながら，それらを
組み替えていくことに意味があると考える。つ
まり，表面上は，自分のかがやきだけで変化が
なかったとしても，何をもって自分が「かがや
けた」のかという根拠に着目して考えると，子
どもの価値感の変容が見えてくる。このように，
かがやくという価値感の変化に着目することで，
自分・相手・仲間というどのかがやきに位置づ
いていても，「生き方」というねらいの達成に
はつながっていると考えられる。
（2）意義2：確かな他者との「協同的な学び」を
生み出す終末段階
2008年の学習指導要領の改訂（文科省2008（8））
では，総合の目標の中に「協同的」という言葉が
新たに加わり，他者と協同して地域社会の課題解
決に主体的に取り組む重要性がますます高まって
単元の終末における「話し合い」の意義
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寺家という地域は，交流をしてかがやいたと思います。で
も，自分はかがやくことがあまりできなかったと思います。
やっぱり，このグループだけが，かがやいていても，他のグ
ループもこれを知って，かがやけば，自分もかがやくのでは
ないでしょうか。自分がかがやいて，他の人もかがやいて，
寺家の地域もかがやいていくのではないでしょうか。（中略）
F児のように，いろんな人に広めていきたいなと思いまし
た※1。
図14．Ｒ児の自己評価カード
図15．視点1から見た本時前後の子どもの変容図①
番号…児童番号
いる。一方で，横山・松本（2011）（9）は，「協同」
というのは，ともすればグループで活動するといっ
たせまい意味で捉えられがちであることに注目し，
総合においては，多様な探究をしてきた子ども同
士がかかわり合う状況をこそ大切にすべきである
ことを指摘している。今回の実践が，仲間のかが
やきを意識させたり，別のグループや異学年といっ
た多様な他者との「協同」を生み出したりするきっ
かけとなったことからも，探究が深まった終末段
階での話し合いが，まさに意味をもったといえる
のではないだろうか。
また，子どもたちが探究的な活動をしっかり行
えば，ほとんどの子が終末段階で充実感をもてる
ようになることは，今回の実践からある程度は見
えてきた。このような，全体の充実感と，多様な
成果や考え方が生まれてくる総合の終末段階だか
らこそ，仲間の生き方や取り組み方を鏡にして，
もう一度自分の「かがやく」という価値感を仲間
と共に見つめ直す「協同的な学び」が生まれたの
ではないだろうか。
（3）意義3：単元の内容がくらしに連続する
次に，視点2「振り返り方に見られる2つの特
徴」の変容図（図16）から考察する。
図16から，まず「過去から今」だけを振り返っ
ている子どもの5割が未来への思いをもつよう
になったことが顕著な変容として見てとることが
できる（※2）。また，未来への思いをもってい
た子の約7割が話し合いを通して未来への思いを
強めた（※3）ことも自己評価カードの記述から
明らかになった。
以下，このような変容が見られたO児（図17）
及びS児（図18）の記述を例にして，本時とのか
かわりについて詳細に考察する。
① 未来への思いをもつようになったＯ児
相手に親切にすることができた，自分も楽し
むことができたと達成感と共に，この学習が終
了したと捉えていたO児は，話し合い後，次
のようなコメントを自己評価カードに書いてい
る（図17）。
話し合いでは，K児の「楽しく話すことが
できたけど，あんまり積極的に話せなかったか
らかがやけたかどうかわからない」という，自
分を厳しく見つめる発言がO児の心に響き，
話し合い後の自己評価では，かがやくことが
「できた」から「分からない」に変えている
（図17.※1）。つまり，話し合う前は，自分の
活動に満足していたO児だが，K児の発言を
契機に，今一度，自分のお年よりに対するかか
わり方を見つめ直し，もっとよりよい交流の仕
方を目指して，未来に向けてベクトルを出し始
めた姿がここにはあったと考えられる。
② 未来への思いを強めたＳ児
Ｓ児は，交流会において，相手を笑顔にでき
たことに満足していたが，それ以上にお年寄り
の優しい言葉がけに心のあたたかさを感じ，自
分もおじいちゃん，おばあちゃんのように「あ
たたかい心をもてるようになりたい」という未
来への思いを抱いていた。そんなS児は話し
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図16．視点2から見た本時前後の子どもの変容図
番号…児童番号、太線…思いが強くなった
ぼくは，話し合いをする前は，かがやく自分になれたと思っ
ていたけれど，話し合いをして分からないに変えました※1。
なぜならなることができたというのは，自分が積極的に話し
かけることだと思ったからです。前回のぼくは，お年寄りの
方が話しかけてくださってぼくが答えて話が盛り上がったか
ら，次回機会があれば自分から話しかけたいです。
図17．Ｏ児の自己評価カード
合い後，次のようなコメントを自己評価カード
に書いている（図18）。
話し合いでは，F児の思いに心をゆさぶられ
たS児であるが，図18の「かがやくことがで
きたで終わってこのままというのもだめ」とい
う言葉からも分かるように，総合の学習が終わ
るからといって，これで活動も終わりといった
割り切った考え方はできないというS児の学
習に対する強い思いを感じることができる。こ
れは，F児の発言を契機に，S児にとって，校
区のお年寄りの問題が，これまで以上に自分自
身の問題として自覚され，これからの取り組み
について考える契機となったと考えられる。
③ 単元学習からくらしへと意識を一体化する総
合の終末段階
S児らの例からも分かるように，今回の実践
では，まさに学習が終わろうとする終末段階で
「このまま終わってしまうのはどうか」「もっと
地域をかがやかせるために他の学年に広めたい」
等の未来への思いを抱く子どもが，全体の6割
を占めるなど数多く見られた。ここでは，単元
と子どものくらしの連続という視点から，単元
の終末段階における生き方の振り返りについて
考えてみる。
文科省（2008）（5）は「生き方を考える」こと
を3つの側面から考えているが，その内の一
つが「学んだことを現在及び，将来の自己の生
き方につなげて考える」であった。この言葉の
意味を無藤（2008）（10）は，「自分の力で解決す
ることができた」「自分が学習したことが地域
の役に立った」など，単元の終末段階で子ども
一人一人が達成感や自信をもつようになった姿
と解釈している。これは，単元の内容が終わっ
た成果として「自分もできるんだ」「自分もま
んざらじゃないだ」という自尊感情を高め，そ
れが，他の学習やいろいろな生活場面において
も生かされる様子をイメージしたのではないか
だろうか。
確かに，今回の事例からも，そうした子ども
の育ちは見られた。しかし，冒頭でも述べたよ
うに，ここで，敢えて考えたいのは，単元が終
わることに対して述べたS児やR児らの未来
に向けた思いである。「このまま終わってしまっ
てはどうかと…」これは，学校における単元学
習としての学びは終わっても，自分たちの問題
はまだ終わってはいないという子どもたちの
「生き方」の主張ともいえる。このような実態
を考えると，総合においては「単元が終わった」
というものの考え方だけではなく，「単元の学
習が子どものくらしに連続し，発展してこうと
している」というものの見方で子どもを捉える
こともできるのではないだろうか（図20）。
単元の終末における「話し合い」の意義
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話し合いをして，みんながどういうことを考えていたのか
が分かったし，自分の思っていたこともみんなに伝えられて
よかったです。でも，最後にF児が言われた，このことを
20人ぐらいで話し合いなどしないで，もっとこのことを他
の人たちに伝えることをしたいと言われたときに私も少しそ
う思いました。やっぱりこのまま終わるのもちょっとどうか
と思うし，かがやくことができたで終わってこのままという
のもだめだと思ったからです。
図18．Ｓ児の自己評価カード
図19．筆者が解釈した無藤のイメージ
図20．実践で見られた終末段階の子どものイメージ
このように，今回の実践では，単元の内容が
くらしの一部となって，これからも追究を続け
ていこうとする子どもの姿が見られた。ここに
こそ，探究を通して「生き方」を考える総合な
らではのよさや可能性があるといえるのではな
いだろうか。
2 教育課程上の「総合」の存在意義を問い直す
ここまでは，総合の終末段階で，自分の振り返
りを仲間と紹介し合う話し合いの場を設定するこ
との意義について，実践を通して見られた子ども
の具体的な姿から考察を進めてきた。次は，「生
き方を考える」ことが，教科など教育課程全体を
通して目指されていることからも，総合と教科の
違いをしっかり整理し，総合で「生き方」を考え
るときに何を大切にして取り組むべきかを改めて
考えてみたい。
まず，両者の相違点を考える上で大切にしたい
ことは，教科が「習得・活用」を担い，総合が
「探究」を担うという点である（奈須・久野・藤
本 2008（11））。体系的な系統性の上に内容が整理
されている教科の学習においては，『教師が共通
課題を設定し，時間的な制約の中で，みんなで問
題解決をしていく』授業の流れが一般的である。
また，到達目標が存在することから，学習後は1
時間の学びの要点を書いたり，感想を交流したり
する中で，自分の見方や考え方の変容を確かめた
りするなど，毎時間の振り返りが大切にされてい
る。
それに対し，総合は，ある程度子どもの学びに
自由度をもたせ，自分が何をしたいのかを考えた
り，自分なりの方法で解決したりと比較的長い時
間をかけて，子ども自身が自分の学びのプロセス
を創っていくことが大切にされている。北川
（2009）（13）は，到達目標がない総合では，常に自
分を核として，時間的に余裕をもって探究を進め
ることができることから，総合を「自分科」とさ
え捉えるべきであると主張している。
では，このような特性をもつ総合でこそ大事に
したい生き方の振り返りとはどういったものであ
ろうか。齋藤（2010）（14）は，総合で「生き方を
考える」とは，その子なりの思考体勢や価値感，
行動様式の問い直しであり，学習の最後に総括と
して生き方が形成されるわけではないと主張して
いる。つまり，活動の「一つ一つの過程」での思
いや願い，認識のあり方とその変容すべてが，そ
の時その時のその子の生き方であると捉えている
のである。
確かに，「一つ一つの過程」での子どもの変容
を捉え，それを「生き方」と考えることは重要で
ある。しかし，小さなステップで自分がどう変わ
れたかを重視することは，教科で行う毎時間の振
り返りと大きな違いは見て取れないのではないだ
ろうか。逆に言えば，総合を行うからには，単元
全体を振り返るような大きな振り返りこそ大事に
しなくてはいけないと考えるのである。
自分にとって価値ある問題を見つけ，自分なり
の方法で問題解決を行い，自分が納得するまで追
究できる，そんな総合だからこそ，自分が歩んで
きた学びを総体的に振り返ることは，自己の変容
を自覚する上で大きな意義があるといえるのでは
ないだろうか。繰り返しになるが，総合は探究が
大前提である。長い時間｢自分｣を核として，しか
も探究的に学ぶ総合だからこそ，生き方を振り返
るときも，「自分」を中核に据えて考えることが
できるのではないだろうか。これこそ，総合の存
在意義であり，自己の生き方を行動変革にまで高
められる可能性があるといえる。
３「生き方を考える」という意味を再考する
最後に，「生き方」という大きな言葉の意味に
ついて改めて考えてみたい。
富山市立堀川小学校（1984（15））は，戦後から
一貫して「生き方」が育つ授業のあり方について
研究を続けている。また，著書『生きかたが育つ
授業』で示されている次の言葉は示唆に富む。
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一般教科 項目 総合
主として「習得・活用」
（奈須･久野･藤本2008）（11）
学習過程
のあり方
主として「探究」
（奈須･久野･藤本 2008）（11）
系統的に決められている
（鳥内2004）（12）
内容
学校の実態によって自由
（鳥内2004）（12）
到達目標 目標 活動の方向目標
少ない
子どもの
自由度
多い
ある
時間的な
制約
ない
図21．教科と総合の相違点
上記のように，堀川小学校では，「生きかたが
育つ」ということを，絶えず自己を見直すことに
よって「自己更新を図る」姿と解釈している。ま
た，子どもが問題をもつということは，対象とか
かわる中で，問題を深くとらえたり，更には，子
ども自身の生活が追究の具体的な姿で貫かれたも
のに発展したりして，追究が自立していく姿を目
指していたといえる。
今回の実践では，単元が終わるからといって，
・これでお年寄りとの活動も終了・といった割り
切った考え方はできないという学習対象に対する
思いを強めた子どもが，終末段階の話し合い後に
多く見られた。つまり，探究の過程で，対象と繰
り返しかかわる中で，対象が自己の世界に取り込
まれ，それが自分の問題として身近に感じられた
からこそ，未来に向けた友達の発言を共感的に受
け止めることができたといえる。そして，学習が
終わっても追究を続けていこうとする自己更新の
はたらきの強化につながったのではないだろうか。
こうした，仲間の生き方にふれる中で，未来への
思いをもったり強めたりする様子が見られたこと，
また，単元から離陸して対象が自分たちの問題と
して自覚され，それが自分のくらしに位置づくきっ
かけとなったことからも，終末段階で話し合うこ
との意義は大きいと考える。
このように，今回の実践では，堀川小学校が述
べる『よりよい自分を目指して自己を更新してい
く姿』や，『学習対象を自分の問題として，自己
の世界に取り込んでいく姿』が少なからず見られ
た。このことから考えると，「生き方に直結する」
とは，今のがんばっている自分を起点としながら，
未来に向けてベクトルを出していくこと，さらに
は，単元としての学習が子どものくらしに連続し
ていく姿だと考えることができる。また，そうし
た子どもを育てるために，教師自身も一人の追究
者として，子どもと共に対象に働きかけ，生き方
を深めていける存在でありたい。
Ⅵ まとめ
１ 結論
単元の終末段階で，自分の振り返りを仲間と紹
介し合う話し合いの場というのは，生き方を考え
る上で一人一人の生き方についての自覚を促すこ
とができ，有意義である。
このことは次の3つのことに集約できる。
（1）学習してきたことの手ごたえを相手（対象），
さらには仲間にまで広げ，自分自身の学びをよ
り確かなものとして実感できる。
（2）全体の充実感と，多様な成果や考え方が生ま
れる状況下にあることから，仲間の生き方や取
り組み方を鏡にして，改めて，自分の学びの意
義を自覚することにつながる。
（3）終末を単元の終わりとして捉えるだけでなく，
学んだことをくらしにつなげ，未来への可能性
を高めることにつなげることができる。
２ 残された問題
（1）今回の実践だけでなく，他の単元でも終末段
階で仲間と紹介し合う場を設ければ，生き方を
考える上で有効なのかを実証していく必要があ
る。
（2）生き方を考えるときは，振り返りの積み重ね
が大切である。単元全体の振り返りと，毎時間
の自己評価との関係性についても検証していく
必要がある。
（3）本論文では，終末段階の話し合いの前に，子
ども一人一人がどんな追究をしていたか，また，
他にどんな話し合いを全体で行っていたのかを
十分に議論できていない。終末段階だけでなく，
単元全体の中で，生き方を考えていく子どもの
姿を検証していく必要がある。
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生きかたは，求道そのものであり，それはたえず自分の生
きかたを見直し続けることである。以上のような自己更新の
はたらき（以下後略）（堀川小学校 1984（15））
・対象とのかかわり合いにおいて対象を自己の世界に取り込
もうとする（以下後略）（堀川小学校1984（16））
図22．堀川小学校が示す「生き方」の指標
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